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人 事 委 規 則 

 

三 重 県 人 事 委 員 会 は 、 三 重 県 人 事 委 員 会 規 則 六 ― 五 （ 職 員 の 任 用 に 関 す る 規 則 ） の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ

に 公 布 し ま す 。  

令 和 元 年 十 一 月 十 九 日  

                        三 重 県 人 事 委 員 会 委 員 長   竹   川   博   子    

三 重 県 人 事 委 員 会 規 則 六 ― 五 （ 職 員 の 任 用 に 関 す る 規 則 ） の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

三 重 県 人 事 委 員 会 規 則 六 ― 五 （ 職 員 の 任 用 に 関 す る 規 則 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ こ の 規 則 の 目 的 ）  （ こ の 規 則 の 目 的 ）  

第 一 条  こ の 規 則 は 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年

法 律 第 二 百 六 十 一 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 八

条 及 び 第 十 七 条 か ら 第 二 十 二 条 の 三 ま で の 規 定 に

基 づ き 、 職 員 の 任 用 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る こ

と を 目 的 と す る 。  
第 一 条  こ の 規 則 は 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年

法 律 第 二 百 六 十 一 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 八

条 及 び 第 十 七 条 か ら 第 二 十 二 条 ま で の 規 定 に 基 づ

き 、 職 員 の 任 用 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る こ と を

目 的 と す る 。  

（ 採 用 試 験 に よ る 採 用 の 方 法 ）  （ 採 用 試 験 に よ る 採 用 の 方 法 ）  

第 十 一 条  職 員 の 採 用 は 、 そ の 職 に つ い て 第 十 四 条

及 び 第 十 五 条 の 規 定 に よ り 選 考 に よ る こ と が 認 め

ら れ て い る 場 合 を 除 き 、 採 用 試 験 の 結 果 作 成 さ れ

る 採 用 候 補 者 名 簿 に 基 づ き 提 示 さ れ た 採 用 候 補 者

の う ち か ら 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

第 十 一 条  職 員 の 採 用 は 、 そ の 職 に つ い て 第 十 四 条

の 規 定 に よ り 選 考 に よ る こ と が 認 め ら れ て い る 場

合 を 除 き 、 採 用 試 験 の 結 果 作 成 さ れ る 採 用 候 補 者

名 簿 に 基 づ き 提 示 さ れ た 採 用 候 補 者 の う ち か ら 行

わ な け れ ば な ら な い 。  

２  （ 略 ）  ２  （ 略 ）  

（ 会 計 年 度 任 用 職 員 の 採 用 の 方 法 ）   

第 十 五 条  法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す

る 職 員 （ 第 二 十 三 条 の 二 及 び 第 四 十 四 条 第 一 項 に

お い て 「 会 計 年 度 任 用 職 員 」 と い う 。 ） の 採 用 に

つ い て は 、 選 考 に よ る も の と す る 。  

第 十 五 条 及 び 第 十 六 条  削 除  

第 十 六 条  削 除   

（ 採 用 の 方 法 の 特 例 ）  （ 採 用 の 方 法 の 特 例 ）  

第 十 八 条  第 十 二 条 の 規 定 に よ り 、 採 用 候 補 者 名 簿

か ら 選 択 さ れ た 採 用 候 補 者 が 現 に 常 時 勤 務 を 要 す

る 職 に 正 式 に 任 用 さ れ て い る 場 合 に お い て は 、 第

十 一 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ れ ぞ れ の 場 合 に 応

じ て 昇 任 又 は 転 任 さ せ る こ と が で き る 。  

第 十 八 条  第 十 二 条 の 規 定 に よ り 、 採 用 候 補 者 名 簿

か ら 選 択 さ れ た 採 用 候 補 者 が 現 に 常 勤 の 職 に 正 式

に 任 用 さ れ て い る 場 合 に お い て は 、 第 十 一 条 の 規

定 に か か わ ら ず 、 そ れ ぞ れ の 場 合 に 応 じ て 昇 任 又

は 転 任 さ せ る こ と が で き る 。  

２  （ 略 ）  ２  （ 略 ）  

（ 臨 時 的 任 用 ）  （ 臨 時 的 任 用 ）  

第 十 九 条  法 第 二 十 二 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 任

命 権 者 は 、 常 時 勤 務 を 要 す る 職 に 欠 員 を 生 じ た 場

合 に お い て 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き

は 、 人 事 委 員 会 の 承 認 を 得 て 、 現 に 職 員 （ 臨 時 的

に 任 用 さ れ た 職 員 を 除 く 。 ） で な い 者 を 臨 時 的 に

任 用 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 一

号 の 規 定 に よ り 臨 時 的 任 用 を 行 お う と す る と き

は 、 そ の 承 認 が あ つ た も の と み な す 。  

第 十 九 条  法 第 二 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 任 命 権

者 は 、 常 勤 の 職 に 欠 員 を 生 じ た 場 合 に お い て 、 次

の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 人 事 委 員 会

の 承 認 を 得 て 、 現 に 職 員 （ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職

員 を 除 く 。 ） で な い 者 を 臨 時 的 に 任 用 す る こ と が

で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 一 号 の 規 定 に よ り

臨 時 的 任 用 を 行 お う と す る と き は 、 そ の 承 認 が あ

つ た も の と み な す 。  

一  災 害 そ の 他 重 大 な 事 故 の た め 法 第 十 七 条 第 一

項 の 採 用 、 昇 任 、 降 任 又 は 転 任 の 方 法 に よ り 職

一  災 害 そ の 他 重 大 な 事 故 の た め 法 第 十 七 条 第 一

項 の 採 用 、 昇 任 、 後 任 又 は 転 任 の 方 法 に よ り 職
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員 を 任 命 す る ま で の 間 そ の 職 を 欠 員 に し て お く

こ と が で き な い 緊 急 の と き 。  

員 を 任 命 す る ま で の 間 そ の 職 を 欠 員 に し て お く

こ と が で き な い 緊 急 の 場 合  
二  当 該 職 が 臨 時 的 任 用 を 行 う 日 か ら 一 年 以 内 に

廃 止 さ れ る こ と が 予 想 さ れ る 臨 時 の 職 で あ る と

き 。  

二  当 該 職 が 臨 時 的 任 用 を 行 う 日 か ら 一 年 以 内 に

廃 止 さ れ る こ と が 予 想 さ れ る 臨 時 の 職 で あ る 場

合  

三  当 該 職 に 対 す る 採 用 候 補 者 の 提 示 の 請 求 に 対

し 、 人 事 委 員 会 か ら 適 当 な 採 用 候 補 者 が な い 旨

の 通 知 を 受 け た と き 又 は 提 示 さ れ た 者 の う ち 当

該 採 用 の 志 望 者 が 採 用 す べ き 者 の 員 数 （ 第 五 十

六 条 第 一 項 及 び 第 三 項 に お い て 「 正 規 の 提 示 員

数 」 と い う 。 ） に 満 た な い 場 合 に お い て 、 人 事

委 員 会 か ら 他 に 適 当 な 採 用 候 補 者 が な い 旨 の 通

知 を 受 け た と き 。  

三  当 該 職 に 対 す る 採 用 候 補 者 の 提 示 の 請 求 に 対

し 、 人 事 委 員 会 か ら 適 当 な 採 用 候 補 者 が な い 旨

の 通 知 を 受 け た 場 合 又 は 提 示 さ れ た 者 の う ち 当

該 採 用 の 志 望 者 が 採 用 す べ き 者 の 員 数 （ 第 五 十

六 条 第 一 項 及 び 第 三 項 に お い て 「 正 規 の 提 示 員

数 」 と い う 。 ） に 満 た な い 場 合 に お い て 、 人 事

委 員 会 か ら 他 に 適 当 な 採 用 候 補 者 が な い 旨 の 通

知 を 受 け た 場 合  

（ 条 件 付 採 用 期 間 ）  （ 条 件 付 採 用 期 間 ）  

第 二 十 二 条  職 員 の 採 用 は 、 そ の 任 命 の 日 か ら 起 算

し て 六 月 間 は 条 件 付 の も の と す る 。  

第 二 十 二 条  職 員 の 採 用 は 、 臨 時 的 任 用 又 は 非 常 勤

職 員 の 任 用 の 場 合 を 除 き 、 そ の 任 命 の 日 か ら 起 算

し て 六 月 間 は 条 件 付 の も の と す る 。  

２  （ 略 ）  ２  （ 略 ）  

（ 条 件 付 採 用 期 間 の 延 長 ）  （ 条 件 付 採 用 期 間 の 延 長 ）  

第 二 十 三 条  人 事 委 員 会 は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に か

か わ ら ず 、 必 要 が あ る と 認 め る 場 合 に お い て は 、

条 件 付 採 用 期 間 を 一 年 に 至 る ま で 延 長 す る こ と が

で き る 。  

第 二 十 三 条  人 事 委 員 会 は 、 第 二 十 二 条 第 一 項 の 規

定 に か か わ ら ず 、 必 要 が あ る と 認 め る 場 合 に お い

て は 、 条 件 付 採 用 期 間 を 一 年 に 至 る ま で 延 長 す る

こ と が で き る 。  

２  （ 略 ）  ２  （ 略 ）  

（ 会 計 年 度 任 用 職 員 の 条 件 付 採 用 期 間 ）   

第 二 十 三 条 の 二  会 計 年 度 任 用 職 員 に 対 す る 第 二 十

二 条 第 一 項 及 び 前 条 第 二 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、 第 二 十 二 条 第 一 項 及 び 前 条 第 二 項 中 「 六 月

間 」 と あ る の は 「 一 月 間 」 と 、 同 項 中 「 九 十 日 」

と あ る の は 「 十 五 日 」 と 、 「 条 件 付 採 用 期 間 の 開

始 後 一 年 」 と あ る の は 「 当 該 職 員 の 任 期 」 と す

る 。  

 

（ 条 件 付 採 用 期 間 終 了 の 効 果 ）  （ 条 件 付 採 用 期 間 終 了 の 効 果 ）  

第 二 十 五 条  第 二 十 二 条 か ら 前 条 ま で の 規 定 に よ る

条 件 付 採 用 期 間 の 終 了 前 に 、 任 命 権 者 が 別 段 の 措

置 を し な い 限 り 、 そ の 期 間 が 終 了 し た 日 の 翌 日 に

お い て 職 員 の 採 用 は 正 式 の も の と な る 。  

第 二 十 五 条  前 三 条 の 規 定 に よ る 条 件 付 採 用 期 間 の

終 了 前 に 、 任 命 権 者 が 別 段 の 措 置 を し な い 限 り 、

そ の 期 間 が 終 了 し た 日 の 翌 日 に お い て 職 員 の 採 用

は 正 式 の も の と な る 。  

（ 選 考 の 委 任 ）  （ 選 考 の 委 任 ）  

第 四 十 四 条  人 事 委 員 会 は 、 会 計 年 度 任 用 職 員 そ の

他 適 当 と 認 め る 職 の 選 考 に つ い て 、 そ の 実 施 を 任

命 権 者 に 委 任 す る こ と が で き る 。  

第 四 十 四 条  人 事 委 員 会 は 、 適 当 と 認 め る 職 の 選 考

に つ い て 、 そ の 実 施 を 任 命 権 者 に 委 任 す る こ と が

で き る 。  

２  （ 略 ）  ２  （ 略 ）  

附  則  

こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

 

三 重 県 人 事 委 員 会 は 、 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 三 年 三

重 県 条 例 第 一 号 ） の 規 定 に 基 づ き 、 三 重 県 人 事 委 員 会 規 則 一 二 ― 九 （ 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る

職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 規 則 ） の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

令 和 元 年 十 一 月 十 九 日  

三 重 県 人 事 委 員 会 委 員 長   竹   川   博   子    
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三 重 県 人 事 委 員 会 規 則 一 二 ― 九 （ 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 規 則 ）

の 一 部 を 改 正 す る 規 則  
三 重 県 人 事 委 員 会 規 則 一 二 ― 九 （ 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 規 則 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 派 遣 の 対 象 と な ら な い 職 員 の 特 例 ）  （ 派 遣 の 対 象 と な ら な い 職 員 の 特 例 ）  

第 二 条  条 例 第 二 条 第 二 項 第 三 号 に 規 定 す る 規 則 で

定 め る 職 員 は 、 国 家 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律

第 百 二 十 号 ） 第 五 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 官 職

に 正 式 に 採 用 さ れ て い た 者 又 は 地 方 公 務 員 法 （ 昭

和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 規

定 に よ り 本 県 以 外 の 地 方 公 共 団 体 の 職 員 の 職 に 正

式 に 採 用 さ れ て い た 者 で あ つ て 、 引 き 続 き 職 員 と

し て 採 用 さ れ た も の と す る 。  

第 二 条  条 例 第 二 条 第 二 項 第 三 号 に 規 定 す る 規 則 で

定 め る 職 員 は 、 国 家 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律

第 百 二 十 号 ） 第 五 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 官 職

に 正 式 に 採 用 さ れ て い た 者 又 は 地 方 公 務 員 法 （ 昭

和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 第 一

項 の 規 定 に よ り 本 県 以 外 の 地 方 公 共 団 体 の 職 員 の

職 に 正 式 に 採 用 さ れ て い た 者 で あ つ て 、 引 き 続 き

職 員 と し て 採 用 さ れ た も の と す る 。  

附  則  

こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

 

三 重 県 人 事 委 員 会 は 、 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 三 重 県 条 例 第 六 十 六 号 ） の 規

定 に 基 づ き 、 三 重 県 人 事 委 員 会 規 則 一 二 ― 一 三 （ 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 規 則 ） の 一 部 を 改 正 す

る 規 則 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

令 和 元 年 十 一 月 十 九 日  

三 重 県 人 事 委 員 会 委 員 長   竹   川   博   子    

三 重 県 人 事 委 員 会 規 則 一 二 ― 一 三 （ 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 規 則 ） の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

三 重 県 人 事 委 員 会 規 則 一 二 ― 一 三 （ 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 規 則 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 派 遣 の 対 象 と な ら な い 職 員 の 特 例 ）  （ 派 遣 の 対 象 と な ら な い 職 員 の 特 例 ）  

第 三 条  条 例 第 二 条 第 二 項 第 三 号 の 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る 職 員 は 、 国 家 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法

律 第 百 二 十 号 ） 第 五 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 官

職 に 正 式 に 採 用 さ れ て い た 者 又 は 地 方 公 務 員 法

（ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条

の 規 定 に よ り 本 県 以 外 の 地 方 公 共 団 体 の 職 員 の 職

に 正 式 に 採 用 さ れ て い た 者 で あ っ て 、 引 き 続 き 職

員 と し て 採 用 さ れ た も の と す る 。  

第 三 条  条 例 第 二 条 第 二 項 第 三 号 の 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る 職 員 は 、 国 家 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法

律 第 百 二 十 号 ） 第 五 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 官

職 に 正 式 に 採 用 さ れ て い た 者 又 は 地 方 公 務 員 法

（ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条

第 一 項 の 規 定 に よ り 本 県 以 外 の 地 方 公 共 団 体 の 職

員 の 職 に 正 式 に 採 用 さ れ て い た 者 で あ っ て 、 引 き

続 き 職 員 と し て 採 用 さ れ た も の と す る 。  

附  則  

こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 

 

 

 

測量法（昭和 24 年法律第 188 号）第 39 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定により、次の公共測量

を実施する旨、国土交通省中部地方整備局中部技術事務所長から通知がありました。 

    令和元年 11 月 19 日 

三 重 県 知 事  鈴  木  英  敬   

1   作業種類 

公 告 
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    公共測量（航空レーザ測量） 

2   作業期間 

    令和元年 10 月 5 日から令和 2 年 3 月 13 日まで 

3   作業地域 

    津市、四日市市、伊勢市、松阪市、桑名市、鈴鹿市、尾鷲市、亀山市、熊野市、伊賀市、桑名郡木曽岬町、

三重郡朝日町、同郡川越町、多気郡多気町、同郡明和町、同郡大台町、度会郡大紀町、北牟婁郡紀北町、南牟

婁郡御浜町及び同郡紀宝町 

 

測量法（昭和 24 年法律第 188 号）第 39 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定により、次の公共測量

を実施する旨、国土交通省中部地方整備局紀勢国道事務所長から通知がありました。 

    令和元年 11 月 19 日 

三 重 県 知 事  鈴  木  英  敬   

1   作業種類 

    公共測量（基準点測量） 

2   作業期間 

    令和元年 11 月 5 日から令和 2 年 1 月 31 日まで 

3   作業地域 

    尾鷲市三木里町 

 

測量法（昭和 24 年法律第 188 号）第 39 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定により、次の公共測量

を実施する旨、三重県知事から通知がありました。 

    令和元年 11 月 19 日 

三 重 県 知 事  鈴  木  英  敬   

1   作業種類 

    公共測量（地区界測量） 

2   作業期間 

    令和元年 10 月 29 日から令和 2 年 3 月 31 日まで 

3   作業地域 

    多気郡多気町仁田、同町相可及び同町平谷 
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